
10/09/05●現在、息子と私たち家族の医療訴訟ドキュメントを執筆中

　この7月15日、東京高裁が私たち親子の請求を棄却して以来、私は、今回の医療訴訟の記録
をまとめ、本にしようと執筆を開始した。この本は、2006年3月半ばごろ、左腕や両足に時お
り痺れを感じるようになった私の息子・慎太郎の闘病記録であるとともに、私自身の医療過誤
告発の記録にするつもりだ。

　いま思えば、息子が初期症状を訴えたときに、もっと早く動いていればと、本当に悔やんで
いる。なぜ、私は薄々「危ない」と予感しながら、母校の慈恵医大で脳血管造影検査を受けさ
せてしまったのか。あの判断ミスさえしなければ、検査中に息子が脳梗塞の発作を起こし、以
後、その後遺症から障害者となることもなかっただろう。
　当時、息子は21歳の学生であり、青山学院大学アメリカンフットボールの選手だったが、検
査から戻ったときには、まるで別人だった。密室の中で。いったい何があったのか？　息子を
検査した母校の医師たちは、果たして適切な判断と処置をしたのか？　親なら誰でもそれを知
りたいはずである。

　皮肉なことに、医療過誤事件をテーマに論説や本を書いていてきた私が、この瞬間から、医
療過誤の当事者となってしまった。その後、私はカルテなどの証拠保全を申請し、息子の「事
故」から1年後には刑事告訴に踏み切った。しかし、これが受理されなかったために民事に切
り替え、東京地裁、高裁と2度の裁判を闘った。そうして今年の7月に出た東京高裁の判決は「
請求棄却」であった。

　この本のなかで、私は私事を超えて、いまのこの国の医療が直面している問題にも数多く言
及した。そうしなければ、今回の私たち家族の闘いは理解してもらえないと思ったからだ。本
の執筆はもうそろそろ終わる。出版は年内にできると思うが、ぜひ、多くの方に読んでもらい
たいと思っている。
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